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２３年１1 月１9 日池田自然観察会の記録 

 五月山の紅葉を楽しむ 

【カレンダー作り】 

今年はいつまでも暑いでしたが、観察会の前日

はなんと１２月中頃の気温になり、寒いこと寒い

こと。しかし当日は 15℃と暖かくなりホットしま

した。参加者は１２名うち子供が４人とスタッフ

９人。 

紅葉ってなに？ 玄関前で紅葉について紙芝居

で説明を

聞きまし

た。 

葉 の 中

には、クロ

ロフィル・

カロチノ

イド・糖

分・アミノ酸が含まれています。 

寒くなると今まで緑色をしていた葉に十分水分

が届かなくなると葉の根元に離層ができ炭酸同化

作用でできたでんぷんが糖やアミノ酸に変化しア

ントシアニンという赤色に。木によってはカロチ

ノイドが前面に出て黄葉になります。 

赤く紅葉するのは、サクラ、モミジ,ウルシ、ツ

タ 

黄色くなるのは、クヌギ,アベマキ、イチョウな

ど 

落葉樹は離層から葉がおちます。トチノキの葉は

長い葉柄の先に５から７枚ぐらいの掌状の葉をつ

けますが離層は根元にできるので落ちるときはド

サッと何枚もの葉をつけたままで落ちます。 

また常緑樹と言っても全く葉が落ちないのではな

くて、少しずつは落ちています。クスノキも春に

かなり落ちているのが見受けられます。 

コースは緑のセンターの橋から児童文化センター 

あたりではサクラの赤色や虫食いの葉も面白いし、 

動物園ではイチョウの黄色の葉を集めてから、体 

 

 

 

 

 

 

育館前を通りセンターのところでモミジを拾いま

した。 

二階に上が

りカレンダ

ーづくりに

挑戦です。 

カレンダー

にする台紙

は縦・横・周

りに日曜表を置いた３種類を用意しました。 

集めた葉に少し木工ボンドをつけ葉を固定してか

ら、ラミ

ネートし

たら、世

界で１枚

のマイカ

レンダー

の出来上

が り で

す。 

 【出来た作品をカラーコピーし、それをラミネー

トすれば何年も美しい色を保つことが出来ます】。 

 五月山では、紅葉の美しいこの時期にはたくさん

の子ども連れで大賑わいです。 

 参加者の方は広報，ホームページ、年間の予定表

を見て来られたようです。 

         （Ｎ.Ｋ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.３７７（２０２３年１２月１０日） 

五月山自然観察インストラクター連絡会 

五 月 山 都 市 緑 化 植 物 園 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

 

 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

＝池田自然観察会のお知らせ＝ 

＊１月のテーマ 猪名川の鳥たち 

＊と    き  ２4年１月 2１日（日） 

１０時００分～１２時３０分 

＊集合・解散 池田駅前てるてる広場 

＊持 ち 物  防寒具・双眼鏡 

＊参 加 費 300円  

＊指   導 五月山自然観察ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ連絡会 

＊問い合わせ 池田市緑のｾﾝﾀｰ ℡ 072-752-７０82 

火曜日休館（祝日の場合は翌平日） 

 

 



★池田の自然 街角の話題をお寄せください★

あて先 池田市緑のセンター 

FAX０７２－７５２－７４０１ 

E-Mail：midoricenter@imsf.or.jp 

（E-Mailがお勧めです） 

 

 

 

 

 

 

10 月 23 日、自宅近く 

で、今季初ジョウビタキ雌

を見つけました。声は一週

間ほど前から聞いていた

のですが、姿を確認できま

した。 

（豊中市・土田） 

 

 

 

１１月２１日、神田 1 丁目の個人宅の畑の隅で、

ひっそりとツメレ

ンゲ〈ベンケイソウ

科〉の花が咲いてい

ました。この植物は

大阪府下で準絶滅

危惧〈NT〉 に分離

されています。 

緑のセンターの樹木の下でも見ることができます。                                 

（神田・大竹） 

 

 

緑のセンター裏口の伝言板情報 

その⑴ １０月３１日杉ケ谷コース中間地点より      

やや上に黒ツグミの小集団を確認。 

その⑵ １１月２２日日の丸展望台にシロハラと                    

ツグミを確認。 

緑のセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２０日猪名川にて 

秋晴れのさわやかな朝、定刻の 10時に 6人が集ま 

り観察会をスタート。 

猪名川の土手に立つと、川面にはカモ類、サギ類が

あちこちで群れていて冬鳥の季節到来を実感しまし

た。池田井堰

周辺では今

日も、コサ

ギ、ダイサ

ギ、カワウが

数多く群れ

ていました。

この光景は

先月あたりから良く見られる光景です。 

またダイサギ 10 羽ほどが一か所に固まって群れて

いたのがこの川では珍しい光景でした。冬鳥が多く

観られた半面、先月観察出来たノビタキ、モズ、カ

ワラヒワ、ヒヨドリ、キジバトといった山野の野鳥

が全く見られなかったのは残念でした。 

本日の観察範囲は

ビッグハープの橋脚付

近から猪名川大橋下流

の高木井堰迄。観察で

きた鳥は１９種類でし

た。本日観察できた鳥；

（カルガモ、コガモ、ヒ

ドリガモ、オカヨシガ

モ、マガモ（写真上）、

オオバン、アオサギ、コ

サギ、ダイサギ、カワ

ウ、カイツブリ、イカル

チドリ（写真中）、イソシギ（写真下）、セグロセ

キレイ、ハクセキレイ、

ハシボソガラス、ハシ

ブトガラス、スズメ、チ

ョウゲンボウ。 

（小花・渡邉） 
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